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この冊子の説明

この冊子は，京都大学人文科学研究所共同研究プロジェクト: 「情報処理技術
は漢字文献からどのような情報を抽出できるか̶̶人文情報学の基礎を築く」主
催の公開シンポジウム「すべてをコンピュータの中に（繋がってしまったデータ
とその未来）」（2013年2月16日開催）の予稿集である。
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漢字構造情報の RDF 化の試み

守岡 知彦

1 はじめに
多くの漢字は偏と旁などの部品の組み合わせによって構成されている。こうした漢字の
部品の組合せ構造は形の抽象的表現となるだけでなく、字義や音価にも関係しており、字
源に基づく文字構造の分析は「解字」と呼ばれ、そうしたデータは重要な辞書記述のひと
つでもある。
こうした漢字の部品の組合せ構造に関する情報のことを「漢字構造情報」と呼ぶことに
する。漢字構造情報の機械可読な表現手法には、幾つかの表現形式が提案され利用されて
きたが、Ideographic Description Sequence (IDS) 形式が ISO/IEC 10646 [2] の一部とし
て標準化されている。
CHISE project では 2001 年度未踏ソフトウェア創造事業の助成を受けて、当時 UCS

に収録されていた統合漢字、同拡張 A, B の約７万字の漢字を対象とする IDS 形式に基づ
く漢字構造情報のデータベース化を行い、「CHISE 漢字構造情報データベース」として公
開した。[14]1 2005年には WWW ベースの検索サービス「CHISE IDS 漢字検索」[8] を
公開した。これは 2005 年の IRG 京都会議のデモを通じ、漢字の符号化作業における有
用性も広く知られるようになり、現在では新たに UCS 統合漢字を提案する際に提出しな
ければならない情報のひとつとなっている。
CHISE では「CHISE 漢字構造情報データベース」は CHISE 文字オントロジー [9][4]

の一部を構成するものとなっており、漢字構造情報は文字に関する素性の一種として扱わ
れ、全体として文字に関する意味ネットワークになっている。WWW 上でも、「CHISE

IDS 漢字検索」の検索結果の左端をクリックすることで、各文字の情報を得ることができ
るようになっており、リンクを辿っていくことで文字に関する各種情報を得ることができ
るようになっている。[11]

一方、WWWの世界では、メタデータやオントロジーを表現するための形式として RDF

[7] が標準化されている。CHISE 文字オントロジーのような文字に関する知識を表現した
情報資源も他の情報資源との連携を鑑みれば RDF 等の WWW 標準に対応することが重
要であるといえる。そこで、2012 年にはこうした情報の RDF/XML 形式 [6]での出力機
能を実装した。しかしながら、現状では CHISE 文字オントロジーの構造をそのまま RDF

で表現したものとなっており、標準的な語彙の利用や独自語彙の定義の点で問題があると
いえる。漢字構造情報に関しても、IDS の構文木をほぼそのまま RDF 化したようなもの
となっており、RDFに基づく構造化という点で現状のままで良いかどうか検討の余地が
あるといえる。

1現在では、拡張漢字 C, D もカバーしている。
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そこで、本稿では IDS 形式やその拡張表現に基づいた漢字構造情報の RDF 化に関し
て複数の手法を挙げて検討し、その問題点や解決法について議論したい。

2 IDS とは
漢字構造情報に基づく符号化手法の試みは 1970 年代に遡るが、漢字符号化の主流とは
ならず、標準的な記法も確立されて来なかった。その後、ISO/IEC 10646-1:2000 [1] にお
いてはじめて漢字構造情報の標準記法である IDS (Ideographic Description Sequence) と
そのためのオペレータ群である IDC (Ideographic Description Characters) （図 1）が定
義された。

図 1: Ideographic Description Characters

IDS （図 2）は Lisp 言語における S 式と同様な前置記法の一種で、オペレータである
IDC の後に２個ないしは３個の部品をとる。IDC の種類によって後に来る部品の数は決
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まっているので、S 式と異なり、括弧は不要である。例えば、「村」は２個の部品を左右
に並べるオペレータ「 」を使って「 木寸」と書くことができる。IDS では部品として
IDS をとることも可能であり、入れ子状の記述が可能である。

図 2: IDS の例（CHISE 漢字構造情報データベース）

3 S 式による表現
IDS は漢字構造情報を文字列として扱ったり、文字列としてパターンマッチングしたり
するのには便利であるが、部品として IDS が現れる場合の処理はそのままでは少し面倒
である。よって、より込み入った処理を考えれば、IDS を構文解析した結果の構文木とし
て扱う方が便利であるといえる。そこで、CHISE 文字オントロジーの内部表現としては
Lisp 言語における S 式を用いている。
IDS は Lisp 言語における S 式と同様な前置記法なので、その構文解析は極めて容易で
あり、オペレータの前とオペレータがとる最後の部品の後に括弧を付ければ S 式となる。
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CHISE 文字オントロジーでは Chaon モデルに基づき文字素性の集合として文字を表現
しているが、漢字構造情報はこの文字素性の１つと看做せ、ideographic-structure と
いう素性名が使われている。
例えば、「峠」の ideographic-structure 素性は

(ideographic-structure
((name . "IDEOGRAPHIC DESCRIPTION CHARACTER LEFT TO RIGHT")
(=ucs . #x2FF0)
)

((=ucs . #x5C71) ; 山
)

((ideographic-structure
((name . "IDEOGRAPHIC DESCRIPTION CHARACTER ABOVE TO BELOW")
(=ucs . #x2FF1)
)
((=ucs . #x4E0A) ; 上
)

((=ucs . #x4E0B) ; 下
))

(=ucs . #x209D7)
))

のように表すことができる。ここで、

((素性名 . 値) ...)

はChaon モデル的に文字を素性の集合で表現した「文字指定 (char-spec)」と呼ばれる形
式で、１文字を表す。文字と文字指定は同一視できるようになっているので、漢字構造に
おける部品として現れる文字も ideographic-structure 素性を持つことで再帰的な表現が
可能となる。
CHISE 文字オントロジーでは「文字参照 (char-ref)」と呼ばれる形式がある。これは

(:属性名 値 ... :char 文字オブジェクト)

という形の Lisp でいう所の属性リスト (property list) の一種で、:char 属性で指定した
文字に他の属性で指定したメタデータを付加することができる。ideographic-structure 素
性では文字オブジェクトの代わりにこの形式のデータを置くことができ、これによって部
品やオペレータに出典情報や位置情報などの付加データを付随させることが可能である。
但し、文字参照形式で記述した付加データは IDS（や拡張 IDS）では表現することはでき
ないという問題があるので注意が必要である。2

4 RDF による表現
4.1 文字列を用いた表現
一番安直な方法は IDS の文字列をそのまま用いて、

2付加データを落した IDS にすることは可能である。
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<rdf:Description
rdf:about="http://www.chise.org/est/rdf.cgi?character=峠">
<ids> 山 上下</ids>

</rdf:Description>

のように書いてしまうことである。ただ、この場合、部品や部品間のつながりが構造化さ
れておらず問題である。

4.2 コンテナを用いた表現
RDF には複数のものをひとまとめにして扱うための仕組みとして『コンテナ』という
ものがある。このコンテナを使うことで、3 節で述べた S 式における表現と同様な（IDS

の構文木に相当する）木構造のグラフを表現することができる。
RDF が定義しているコンテナ用の語彙には

rdf:Bag メンバーの順序は重要でないグループ
rdf:Seq メンバーの順序が重要なグループ
rdf:Alt メンバーがある指示対象の代替表現（別名や別表記等）になってる

場合
rdf:li グループの要素

がある。漢字構造情報の場合、部品の順番に意味があるので、rdf:Seq を使うのが良いと
いえる。例えば、「峠」の場合、

<rdf:Description
rdf:about="http://www.chise.org/est/rdf.cgi?character=%E5%B3%A0">
<est:ideographic-structure
xmlns:est="http://www.chise.org/est/rdf.cgi?domain=est/">
<rdf:Seq>

<rdf:li>
<rdf:Description
rdf:about="http://www.chise.org/est/rdf.cgi?character=%E2%BF%B0">
</rdf:Description>

</rdf:li>
<rdf:li>

<rdf:Description
rdf:about="http://www.chise.org/est/rdf.cgi?character=%E5%B1%B1">
</rdf:Description>

</rdf:li>
<rdf:li>

<rdf:Description
rdf:about="http://www.chise.org/est/rdf.cgi?character=%F0%A0%A7%97">
</rdf:Description>

</rdf:li>
</rdf:Seq>
</est:ideographic-structure>

</rdf:Description>
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のように書くことができる。3

4.3 コレクションを用いた表現
4.2 節で述べた RDF コンテナの問題点は、記述したもの以外のメンバーが存在しない
ことを明示できないことである。これは記述困難な部品を持った文字の漢字構造を記述す
る時に、不完全な漢字構造情報が表現できるという意味では便利かも知れないが、完全な
漢字構造情報を表現するのには問題である。
RDF には複数のメンバーからなるグループを表現するための仕組みとして『コレクショ
ン』というものもある。RDF コレクションは、RDF コンテナと異なり、閉じたリストを
表現するもので、メンバーとして明示されたものだけからなるグループを表現することが
できる。
RDF コレクションは、rdf:first と rdf:rest という２つの語彙と定義済み資源

rdf:nil を使って表現するようになっている。これは S 式におけるリストの表現と同
じものであり、rdf:first は Lisp における car 部、rdf:rest は Lisp における cdr 部、
rdf:nil は Lisp における nil と同じものである。
これを使って、例えば、「峠」の漢字構造情報は

<rdf:Description
rdf:about="http://www.chise.org/est/rdf.cgi?character=%E5%B3%A0">
<est:ideographic-structure
xmlns:est="http://www.chise.org/est/rdf.cgi?domain=est/"
rdf:nodeID="cons1" />

</rdf:Description>
<rdf:Description rdf:nodeID="cons1">

<rdf:first
rdf:resource="http://www.chise.org/est/rdf.cgi?character=%E2%BF%B0"/>

<rdf:rest rdf:nodeID="cons2"/>
</rdf:Description>
<rdf:Description rdf:nodeID="cons2">

<rdf:first
rdf:resource="http://www.chise.org/est/rdf.cgi?character=%E5%B1%B1"/>

<rdf:rest rdf:nodeID="cons3"/>
</rdf:Description>
<rdf:Description rdf:nodeID="cons3">

<rdf:first
rdf:resource="http://www.chise.org/est/rdf.cgi?character=%F0%A0%A7%97"/>

<rdf:rest rdf:resource="http://www.w3.org/1999/02/22-rdf-syntax-ns#nil"/>
</rdf:Description>

のように表現することができる。
ただ、こうした表現方法だと、長いリストを書くのが面倒なので、S 式の場合と同様な
短縮記法が用意されている。例えば、上記の例の場合、

32013年 1月 26日現在、EST[12] (CHISE-wiki) による CHISE 文字オントロジーの RDF/XML 形式で
の出力に用いているのはこの形式である。
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<rdf:Description
rdf:about="http://www.chise.org/est/rdf.cgi?character=%E5%B3%A0">
<est:ideographic-structure
xmlns:est="http://www.chise.org/est/rdf.cgi?domain=est/"
rdf:parseType="Collection">
<rdf:Description
rdf:about="http://www.chise.org/est/rdf.cgi?character=%E2%BF%B0"/>

<rdf:Description
rdf:about="http://www.chise.org/est/rdf.cgi?character=%E5%B1%B1"/>

<rdf:Description
rdf:about="http://www.chise.org/est/rdf.cgi?character=%F0%A0%A7%97"/>

</est:ideographic-structure>
</rdf:Description>

という風に表現できる。

4.4 IDC の述語化
4.3 節で述べたように RDF コレクションを使うことで、S 式の場合と同様な情報を記
述することができる訳だが、この方法の場合 IDS の構文木に相当するものを表現するこ
とはできているものの、それが意味しているもの、即ち、オペレーターの意味や部品の位
置関係といったものは RDF のグラフとしては表現されていないといえる。
この問題を解決するには、例えば、「峠」の場合、『「木」は「峠」の左側である』という
ような文を RDF で表現すれば良いといえる。つまり、IDS では部品の組合せ方に関する
情報はオペレーターである IDC が担っており、4.3 節の方法ではそれを資源として表現
していたが、『～の左側である』のような相対的な位置関係を示す述語を用いる訳である。
安岡孝一氏4は IDS の RDF 化を検討した際にこうしたアプローチを採った。以下、安
岡氏のメモ「IDSはRDFで書けるのか」から引用する：

ナイーブには、RDFの主語と目的語をいずれも「漢字」とし、述語を IDC

とすれば、書ける気がする。しかし、そのような形式にした場合、IDCは目的
語を複数とるのに対し、RDFの目的語は 1つ (複数書くことも可能だが、それ
は単なる並置であって順序関係がない)なので、そのまま直感的に記述するこ
とができない。5

この問題を解決するには、たとえばU+2FF0 を と に分けて、それ
ぞれを述語とすることが考えられる。すなわち「杉」に対する「 木彡」と
いう IDSであれば

杉 木 .

杉 彡 .

とRDF表現すればいいわけだ。
4京都大学人文科学研究所附属東アジア人文情報学研究センター准教授。漢字コード屋さんにしてタイプ

ライター史家
5[守岡注] 4.2 節や 4.3 節で述べたように、順序関係を持った複数の要素からなるグループを目的語として

記述することは可能である。
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これで漢字構造情報を『直観的』に RDF で記述できるような気がする。しかし、漢字
の部品には複数の漢字を部品として組み合わせたものもあり、漢字構造情報には再帰的な
構造が存在している。このため、ナイーブにこの方式を適用すると、ループ構造が生じて
しまうのである。また、IDC には『横に部品を３つ並べる』ことを意味するものや『縦
に部品を３つ並べる』ことを意味する引数が３つのオペレーターが存在するが、安岡氏は
『～の中である』ことを意味する述語を用いる代わりに、２引数のオペレーターを使った
形に正規化するアプローチを採った。以下、再び安岡氏のメモ「IDSはRDFで書けるの
か」から引用する：

ただし、このやり方では「彬」を と で表現する場合に、ひと工夫必要
となる。一意性を保っておかないと、ヤヤコシイことになりかねないからだ。
そのために、たとえば「左から切っていく」というアプローチを、ここでは仮
に採用しておくことにしよう。すなわち

彬 木 .

彬 杉 .

という RDF表現だけを許す、というやり方だ。少し厳密な言い方をすれば、
述語 の目的語は、さらに述語 を取り得るようなものであってはならな
い、という制限をかけることになる。
ちなみに U+2FF2 で書かれた IDSに対
しても、 と の組合せで RDFを書く
ことにすれば、大丈夫な気がする。たとえば
「彬」に対する「 木木彡」という IDSは、
匿名ノードを使って

彬 木 .

彬 [ 木 ], [ 彡 ] .

とRDF表現すれば、たぶん問題ないと思う。

!"
#$
彬

!!!"!"
#$
木

###$

!"
#$%

&!"
#$
彡

こうして、木構造であるはずの IDS がループ構造を持つグラフに化けてしまった訳であ
る。こうなってしまうと検索も面倒なことになってしまう。以下、また安岡氏のメモ「IDS

はRDFで書けるのか」を引用する：6

ただ、このやり方を採った場合、たとえば「杉」を部品に含む漢字の検索は、
多少ヒネリが必要となる。「杉」に到達可能な有向 IDS-RDFグラフが答とな
るのは当然だが、それに加えて

!"
#$

x
!!!"!"

#$
木

###$

!"
#$
彡

!"
#$

y
!!!"!"

#$
木

###$

!"
#$

&!"
#$
彡

6最初の引用からこの引用を合わせたものがメモの全文である（守岡が付けた注は除く）。
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を満たす xや y (いずれも匿名ノードの可能性がある)に到達可能な有向 IDS-

RDFグラフも答となりうるのだ。この点に注意して処理系を組む必要がある
だろう。

直観的に表現しようとしたはずなのに、なんでこんなややこしいことになってしまった
のだろう？

4.5 『文字概念』と『文字の出現』
4.4 節で述べた安岡氏の方法がおかしな結果になってしまったのは、結論からいえば、
抽象概念としての文字と相対的な位置情報を持った（いわば、『文字概念』のインスタン
スとしての）文字を区別せずに、『文字概念』に直接リンクを張ってしまったことに起因
するといえる。もう一度、3 節の S 式による表現と、4.2 節と 4.3 節の RDF による表
現を注意深く見直してみれば、文字と部品が直接リンクしておらず、入れ子になる場合も
est:ideographic-structure という述語（ideographic-structure 素性）やコンテナ
等を介して間接的につながっていることに気づくかも知れない。
判り易くするために、4.4 節で安岡氏が挙げた「彬」の例を 4.2 節で述べた RDF コン
テナを用いる方法で記述した場合のグラフを図 3 に示す。
4.4 節の「彬」のグラフと同様にループ構造は生じているが、ideographic-structure
素性の値となる rdf:Seq コンテナがその型情報と共に要素の位置情報を保持しており、
それらの位置情報で示されるコンテナ中の場所の中身として文字オブジェクトが参照され
ている。こうした参照関係をコンテナの中の子箱にオブジェクトが入っているように看做
せば、この RDF は本質的に木構造を表現しているという風に解釈することができる（図
4）。7

もう少し概念的な問題として考えてみれば、例えば、抽象的な概念としての『木』と紙
に書かれた文字や印刷された文字（ここにある「木」）はその存在論的な位置が異なって
いることに気づくと思う。UCS のコードポイント U+6728 や JIS X 0208 の区点 44-58

が指し示しているのは、かつてこの世に存在し、また、これから紙に書かれたり、印刷さ
れたり、ディスプレイに映し出されたり、その他各種デバイスで表示されたり、将来的に
は脳内に直接伝達されたりされなかったりするかも知れない、すべての宇宙、過去と未来
のすべての『木』という漢字なのである！
こうしたものを文字符号の世界では『抽象文字』と呼ぶ。抽象文字は具体的な文字の形
を持たず、ある範囲の字体を包摂する。これに対し、紙に書かれた文字や印刷された文字、
あるいは、ディスプレイに映し出されたり、その他各種デバイスで表示された文字は『字
形』と呼ばれる。字形は具体的な形を持つ抽象文字のインスタンスの一種といえる。
ただ、IVS (Ideographic Variation Sequence)[3] に関する議論に見られるように、ある
程度具体的な形を指示しつつ、紙やディスプレイといった文字を表現するデバイス上での
具体的な形を持たないもの、いわば、『字形レベルの文字概念』とでもいうものも文字を
考える場合に考えなければならない概念のひとつである。ただ、ややこしいことに、これ
もまた、しばしば、「字形」と呼ばれたりもする。8

7(a (a b)) のようなリストをループ構造ではなく木構造だと解釈するのと同様である。
8グリフと呼ばれることもあるが、こちらもいろんな使われ方をしがちである。
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図 3: RDF コンテナを使って「彬」を書いた場合
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図 4: 図 3 のグラフが表現する木構造
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具体物上の『字形』は具体的な形を持つだけでなく、その具体物上の具体的な位置を占
めている。これに対し、ある IVS が表現するものは実際に紙やディスプレイといった物
理的なデバイス上に書かれたり、印刷されたり、表示されたりしない限り、具体物上の具
体的な位置を持たない。その意味では、抽象文字と同様である。もし、URI のような ID

を付与するとすれば、[5]前者は具体物に振られた ID とその中での相対的な位置、例え
ば、本の場合、本が存在する場所とページ番号とカラム番号と行番号と行中の何文字かと
いうような情報によって一意に指示することができるだろう。一方、後者はそういう訳に
はいかない。物理的な実体ではないからである。もちろん、印刷物の場合、同じ版面から
印刷されたものはそれぞれの具体物中の同じ相対位置にほぼ同じ形の文字が書かれている
はずである。とはいえ、紙の繊維が微妙に違ってたり、汚れたり折り目が付いてたりして、
同じ場所をスキャンしても異なった画像になってしまうかも知れない。つまり、ある種の
『理想化』を行わないと、『字形レベルの文字概念』にならないといえる。9

漢字構造情報は、その全体としては、『字形レベルの文字概念』と同様に、具体物に紐
づけられていない（物理世界の時空上の座標位置を持たない）抽象的な存在である。しか
しながら、その中の部品は漢字構造中の相対的な位置関係を持つといわざるを得ない。即
ち、漢字構造情報は『字形レベルの文字概念』や抽象文字と（それらが指し示す形状の具
体度＝包摂範囲の差を無視すれば）存在論的に同種のものだといえ、その属性の中に位置
情報を含まないものといえる。しかし、漢字の中の部品に関する情報にはその属性のひと
つとして位置情報が必要なのである。よって、仮に形状が一緒だとしても（そして、同じ
漢字概念を示していたとしても）、位置情報が異なれば違うオブジェクトだと考えなけれ
ばならない。
このことは「『杉』の左側の部品と『松』の左側の部品は同じ形をしているが、『木』と
は形が異なる。これは偏化変形の一種である」という文が書けるかという問題を考えれば
判り易いかも知れない。4.4 節の表現の場合、『「彬」の左側の部品』と『「彬」の真中の部
品』の区別がなく、全て『抽象文字の「木」』になっている。このため、「「彬」の左側の部
品と「彬」の真中の部品は形が似ている」という文が書けない訳である。
こうした性質の差異を表現するために、具体物に紐づけられていない（物理世界の時空
上の座標位置を持たない）抽象的な存在としての文字を『文字概念』と呼ぶことにする。
これは [10] における『グリフ』と同様に、それが指し示す形状の具体度＝包摂範囲の差に
関係なく、抽象文字や字体、『字形レベルの文字概念』といったものは全て『文字概念』の
一種と考えることにする。一方、何らかの位置情報で示される場所に現れた『文字概念』
のインスタンスのようなものを『文字の出現』(character occurrence) と呼ぶことにする。
10 このモデルに従えば、字形や漢字の中の部品は『文字の出現』の一種になる。

9例えば、『大漢和番号 12345 の字形』は、多分、この世に存在する全ての大漢和辭典の大漢和番号 12345
の字形の平均画像を意味しないと思われる。なぜなら、ある本には折り目が付いてるかも知れないし、ある
本には繊維にゴミが付いてるかも知れないし、ある本には落書や汚れが付いてるかも知れない。ここで想定
されているものは、究極的には、『理想的な紙に理想的に印刷され理想的に保存された大漢和番号 12345 の字
形』というこの世には実際に存在しないものだといえる。

10[15] では 7.2 節「もう一つのインスタンス問題：表現のオントロジー」において、文字の問題に関しても
議論している。ここでは文字を文章や絵画、小説、音楽などの「表現」の一種とする立場を採っており、文字
の場合、「実体」である二次元図形と、「表現」の一種である『（書かれた）文字図形』、「内容」としての『文
字の典型形状の仕様』、および、「表現物」としての紙に書かれた文字を区別している。ここでの議論はやや
文字の視覚的記号としての側面に偏っているようにも思えるが、概ね、『（書かれた）文字図形』は『文字の出
現』、『文字の典型形状の仕様』は『文字概念』、『紙に書かれた文字』は字形に相当するものと考えられる。
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4.6 部品概念を採り入れた IDC の述語化
4.4 節と 4.5 節での議論を踏まえれば、漢字、漢字構造情報、『文字の出現』の一種とし
ての漢字の中の部品を別のオブジェクトとして扱いつつ、『IDC の述語化』を行った方法
を採るのが望ましいと考えられる。

4.6.1 『IDC の述語化』の改良

『IDC の述語化』には、4.4 節で紹介した安岡氏の方法のように、３引数オペレーター
を２引数のものに分解・正規化する方法も考えられるが、ここでは IDS が表現する情報
を保存できるように、分解・正規化を行わずに述語化することにする。
ここでは、IDC の『（文字の）名前』 (character name) を手がかりに関係素性名を決め
ることにする。
例えば、U+2FF0 の場合、その名前は

<IDEOGRAPHIC DESCRIPTION CHARACTER LEFT TO RIGHT>

であるが、この内の用字系 (script) を示す接頭辞 IDEOGRAPHIC DESCRIPTION CHARACTER

を除いた部分は LEFT TO RIGHT であり、ここから、関係素性

->connect-left, ->connect-right

を生成することができる。
同様に、U+2FF1 の場合、その名前は

<IDEOGRAPHIC DESCRIPTION CHARACTER ABOVE TO BELOW>

であるので、関係素性

->connect-above, ->connect-below

が生成できる。
U+2FF2 の場合、その名前は

<IDEOGRAPHIC DESCRIPTION CHARACTER LEFT TO MIDDLE AND RIGHT>

であるので、関係素性

->connect-left, ->connect-middle, ->connect-right

が生成できる。
同様に、U+2FF3 の場合、その名前は

<IDEOGRAPHIC DESCRIPTION CHARACTER ABOVE TO MIDDLE AND BELOW>

であるので、関係素性

->connect-above, ->connect-middle, ->connect-below

14



が生成できる。
ただ、この場合、横に並べた場合の真中と縦に並べた時の真中が区別できないのは問題
かも知れない。そこで、前者を

->connect-middle@horizontal,

後者を

->connect-middle@vertical

とすることにする。
U+2FF4 の場合、その名前は

<IDEOGRAPHIC DESCRIPTION CHARACTER FULL SURROUND>

であるが、前述の方法のままでは適用できないので、

囲む部分を示す関係素性を ->enclosure@full

囲まれる部分を示す関係素性を ->surrounded@full

とすることにする。11

U+2FF5 の場合、その名前は

<IDEOGRAPHIC DESCRIPTION CHARACTER SURROUND FROM ABOVE>

であるので、前述の方法に準じて、

囲む部分を示す関係素性を ->enclosure@from-above

囲まれる部分を示す関係素性を ->surrounded@from-above

とすることにする。
同様に、U+2FF6 の場合、その名前は

<IDEOGRAPHIC DESCRIPTION CHARACTER SURROUND FROM BELOW>

であるので、

囲む部分を示す関係素性 ->enclosure@from-below

囲まれる部分を示す関係素性 ->surrounded@from-below

が生成できる。
同様に、U+2FF7 の場合、その名前は

<IDEOGRAPHIC DESCRIPTION CHARACTER SURROUND FROM LEFT>

であるので、

11GlyphWiki の偏化変形修飾子では囲い系部品を示す修飾子の分類が IDC のと異なっているため、Glyph-
Wiki との対応を考慮して、囲み系の関係素性名にドメインを用いている。[13]
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囲む部分を示す関係素性 ->enclosure@from-left

囲まれる部分を示す関係素性 ->surrounded@from-left

が生成できる。
同様に、U+2FF8 の場合、その名前は

<IDEOGRAPHIC DESCRIPTION CHARACTER SURROUND FROM UPPER LEFT>

であるので、

囲む部分を示す関係素性 ->enclosure@from-upper-left

囲まれる部分を示す関係素性 ->surrounded@from-upper-left

が生成できる。
同様に、U+2FF9 の場合、その名前は

<IDEOGRAPHIC DESCRIPTION CHARACTER SURROUND FROM UPPER RIGHT>

であるので、

囲む部分を示す関係素性 ->enclosure@from-upper-right

囲まれる部分を示す関係素性 ->surrounded@from-upper-right

が生成できる。
同様に、U+2FFA の場合、その名前は

<IDEOGRAPHIC DESCRIPTION CHARACTER SURROUND FROM LOWER LEFT>

であるので、

囲む部分を示す関係素性 ->enclosure@from-lower-left

囲まれる部分を示す関係素性 ->surrounded@from-lower-left

が生成できる。
U+2FFB の場合、その名前は

<IDEOGRAPHIC DESCRIPTION CHARACTER OVERLAID>

であるが、便宜的に、

上書きされる（主要な）部分を示す関係素性 ->underlying

上書きする（付加的）部分を示す関係素性 ->overlaying

を用いることにする。

4.6.2 IDC のための型の導入

IDC を型としても表現するために、IDC の名前の接頭辞を除いた部分から機械的に作
成した語彙を用いることにする。例えば、U+2FF0 の場合は chise.ids:left-to-right

となり、U+2FFA の場合は chise.ids:surround-from-lower-left となる。
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4.6.3 『文字の出現』の RDF 化

『文字の出現』を『文字概念』（= 文字オブジェクト）と同格なものとして扱うために
は、『文字概念』と同様な情報資源として表現すれば良い。また、『文字の出現』と『文字
概念』の間の関係を示す述語として chise.ids:to.content（->content 素性）を導入
する。
これらを使って、例えば、「彬」の漢字構造情報は

<rdf:Description
rdf:about="http://www.chise.org/est/rdf.cgi?character=彬">
<est:ideographic-structure
xmlns:est="http://www.chise.org/est/rdf.cgi?domain=est/">
<chise.ids:left-to-right
xmlns:chise.ids="http://www.chise.org/est/rdf.cgi?domain=chise.ids/">
<chise.ids:to.connect-left>

<rdf:Description
rdf:about="http://www.chise.org/est/rdf.cgi?character-occurrence=彬/left">
<chise.ids:to.content>

<rdf:Description
rdf:about="http://www.chise.org/est/rdf.cgi?character=木">
</rdf:Description>

</chise.ids:to.content>
</rdf:Description>

</chise.ids:to.connect-left>
<chise.ids:to.connect-right>

<rdf:Description
rdf:about="http://www.chise.org/est/rdf.cgi?character-occurrence=彬/right">
<chise.ids:to.content>

<rdf:Description
rdf:about="http://www.chise.org/est/rdf.cgi?character=杉">
<est:ideographic-structure
xmlns:est="http://www.chise.org/est/rdf.cgi?domain=est/">
<chise.ids:left-to-right>

<chise.ids:to.connect-left>
<rdf:Description
rdf:about="http://www.chise.org/est/rdf.cgi?character-occurrence=杉

/left">
<chise.ids:to.content>

<rdf:Description
rdf:about="http://www.chise.org/est/rdf.cgi?character=木">

</rdf:Description>
</chise.ids:to.content>

</rdf:Description>
</chise.ids:to.connect-left>
<chise.ids:to.connect-right>

<rdf:Description
rdf:about="http://www.chise.org/est/rdf.cgi?character-occurrence=杉

/right">
<chise.ids:to.content>

<rdf:Description
rdf:about="http://www.chise.org/est/rdf.cgi?character=彡">

</rdf:Description>
</chise.ids:to.content>

</rdf:Description>
</chise.ids:to.connect-right>

</chise.ids:left-to-right>
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</est:ideographic-structure>
</rdf:Description>

</chise.ids:to.content>
</rdf:Description>

</chise.ids:to.connect-right>
</chise.ids:left-to-right>

</est:ideographic-structure>
</rdf:Description>

のように書くことができる。図 5 にこの RDF グラフを示す。
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図 5: 『文字の出現』オブジェクトを導入した場合の「彬」のグラフ
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4.6.4 IDS 用コンテナを使った簡略化

4.6.3 節の例を見れば判るように、『文字の出現』をオブジェクト化した結果、漢字構造
情報の RDF はかなり複雑なものとなってしまった。
しかしながら、4.5 節で述べたように、4.2 節で述べた RDF コンテナを使った方法で
あっても、コンテナが要素の位置情報を保持しており、実質的に『文字の出現』をオブジェ
クト化した場合と同様の情報を表現できていた訳である。
そこで、IDC に相当する RDF コンテナを導入し、『文字の出現』における位置の情報
をコンテナ側に持たせることで、簡略化することを考える。
例えば、「彬」の漢字構造情報は

<rdf:Description
rdf:about="http://www.chise.org/est/rdf.cgi?character=彬">
<est:ideographic-structure
xmlns:est="http://www.chise.org/est/rdf.cgi?domain=est/">
<chise.ids:left-to-right
xmlns:chise.ids="http://www.chise.org/est/rdf.cgi?domain=chise.ids/">
<chise.ids:to.connect-left>

<rdf:Description
rdf:about="http://www.chise.org/est/rdf.cgi?character=木">

</rdf:Description>
</chise.ids:to.connect-left>
<chise.ids:to.connect-right>

<rdf:Description
rdf:about="http://www.chise.org/est/rdf.cgi?character=杉">
<est:ideographic-structure
xmlns:est="http://www.chise.org/est/rdf.cgi?domain=est/">
<chise.ids:left-to-right>

<chise.ids:to.connect-left>
<rdf:Description
rdf:about="http://www.chise.org/est/rdf.cgi?character=木">

</rdf:Description>
</chise.ids:to.connect-left>
<chise.ids:to.connect-right>

<rdf:Description
rdf:about="http://www.chise.org/est/rdf.cgi?character=彡">

</rdf:Description>
</chise.ids:to.connect-right>

</chise.ids:left-to-right>
</est:ideographic-structure>

</rdf:Description>
</chise.ids:to.connect-right>

</chise.ids:left-to-right>
</est:ideographic-structure>

</rdf:Description>

のように表現する訳である。図 6 にこの RDF グラフを示す。
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図 6: IDC コンテナを使った簡略化を行った場合の「彬」のグラフ

4.7 包摂範囲の異なる文字概念間の関係
これまで挙げた例では、簡単化のために、漢字構造情報中の部品は全て UCSの抽象文
字相当のものとして扱ってきたが、字体レベルのものや字形レベルのものといったより包
摂範囲の狭い（より具体的な形状を示す）『文字概念』オブジェクトを部品としても良い。
実際、CHISE 文字オントロジー中では包摂範囲の異なるものを部品として用いた漢字構
造情報が用いられており、部品の包摂範囲を使って『文字概念』が示す包摂範囲を示すこ
とができる。

5 おわりに
漢字構造情報を RDF を用いた表現法について議論し、

• 文字列を用いた表現

• RDF コンテナを用いた表現

• RDF コレクションを用いた表現

• 安岡メモでの表現

• 『文字の出現』オブジェクトを用いた表現

• IDC コンテナを用いた簡略化
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という６種類の方法を実例を挙げて比較検討を行った。
漢字構造情報を RDF を用いて表現する場合、IDS の構文木に相当する情報が十分に保
持されていることと、それが意味するものが RDF のグラフとしてきちんと表現されてい
ることが望ましい。そのためには、

• IDC の述語化・型の導入

• 抽象文字や字形、グリフといったものを、包摂範囲の差に基づく軸と位置情報の有
無に関する軸で整理

– 後者の軸に基づき、
『文字概念』位置情報を持たないもの（デバイスに紐づけられていないもの；
表現としての文字の『内容』；概念としての文字の『設計図』のようなもの）

『文字の出現』位置情報を持つもの（文字が置かれた場に紐づけられている；
文字の『表現』）

という概念を導入

• 『文字の出現』を通常の資源、もしくは、IDC コンテナで表現

といった手法を採るのが良いと考えられる。
本稿では漢字構造情報の RDF に関わる問題に関してなるべく網羅的に取り上げること
を試みたが、『多粒度漢字構造情報』の RDF 化等の幾つかの問題については、残念ながら
今回は取り上げることができなかった。こうした問題に関してはまた別稿で取り上げたい。
最後に、本稿を書くきっかけを与えて頂いた、山崎直樹氏と安岡孝一氏に感謝する。特
に、安岡孝一氏には氏のメモ「IDSはRDFで書けるのか」をご教示頂いたばかりか、その
LATEXのソースコードを提供して頂き、その利用をお許し頂いたことは、そこで提案され
た『IDC の述語化』というアイディアとともに、本稿を書く上での大きな助けとなった。
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2. ᨒ⚵ߺ 
2.1. DC-NDL  ߪߣ
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ᚑޕ2ࠆ޿ߡࠇߐ 

 
�ㇱ৻╙ޟ NDL Metadata Termsޠ 

NDL  ޕᒵ㓸⺆ߚߒ⟵ቯߦ⥄⁛߇
଀㧕 
 "dcndl:transcription" ߺ⺒ࠆߔኻߦ૞ᚑ⠪߿࡞࠻ࠗ࠲ ¾
¾ ࿑ᦠ㙚⾗ᢱߩ․ᕈߦᔕߚߓ⺆ᒵ㧔ඳ჻⺰ᢥߩቇ૏ಽ㊁ฬ "dcndl:degreeName"ޔ

ႎ๔⇟ภ "dcndl:dissertationNumber"╬㧕 
¾ ᮡḰ⊛ߥ⛔೙⺆ᒵ࡮ಽ㘃૕♽㧔࿖㓙ᮡḰ࿑ᦠ⇟ภ"dcndl:ISBN"ޔ࿖┙࿖ળ࿑ᦠ㙚

ઙฬᮡ⋡⴫"dcndl:NDLSH"╬㧕  
�ㇱੑ╙ޟ Application Profileޠ 
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଀╬ࠍ⺑᣿ޕ 
ਃㇱ RDF╙ޟ  ޠࡑ࡯ࠠࠬ
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⴫⃻ᣇᴺࠆ޽ߢ RDF㧔Resource Description Framework㧕ᒻᑼߢ⸥ㅀޕ࡞ࠗࠔࡈߚߒ

 ޕᒰ⋦ߦ ⺒ᯏ᪾นߩޠㇱ NDL Metadata Terms৻╙ޟ

 
 ᔒะࡉࠚ࠙ࠢ࠶ࠖ࠹ࡦࡑ࠮ .2.2

ޔࠗߪࡉࠚ࠙ࠢ࠶ࠖ࠹ࡦࡑ࠮ ࠍ࠲࡯࠺ߟᜬࠍᗧ๧ߥ⏕᣿ߦᖱႎ⾗Ḯߩ਄࠻࠶ࡀ࡯࠲ࡦ

ઃਈޔࠦߒ ታߩߘ᭴ᗐ෸߮ߩࡉࠚᰴ਎ઍ࠙ࠆ߈ߢಣℂߦ⊛ᯏ᪾ࠍᗧ๧ߩߘ߇࠲࡯ࡘࡇࡦ

⃻ߦะߚߌข⚵ࡉࠚ࠙ࠢ࠶ࠖ࠹ࡦࡑ࠮ޕࠆ޽ߢߺᛛⴚߩᵴ↪ޔࠅࠃߦ೑↪⠪࠲ࡦࠗޔߪ

ߢ߇ߣߎߊ⌕ࠅߤߚߦ⏕⊛ߦᖱႎࠆ߼᳞ߩり⥄ࠄ߆ਛߩᖱႎ⾗Ḯߥᄢ⤘ߩ਄࠻࠶ࡀ࡯

 ޕࠆߥߦ߁ࠃࠆ߈
DC-NDLޔ߼ߚߩߘ ߪࡑ࡯ࠠࠬ࠲࡯࠺࠲ࡔߩ RDF DC-NDLޔߒ߆ߒޕࠆ޿ߡ޿↪ࠍ

                                                  
2 http://www.ndl.go.jp/jp/aboutus/standards/meta.html㧔ෳᾖ 2013-01-11㧕 
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Dublin Coreޔߦ ࠍࠄࠇߎޔߌߠ㑐ㅪߣᒵ⺆ߥਥⷐߚࠇߐ⟵ቯߢ RDF ߡߒߣࡑ࡯ࠠࠬ

ቯ⟵࡮౏㐿ޕࠆ޿ߡߒ 
 
2.3. ⋧੕ㆇ↪ᕈߩะ਄ 

NDL ߽ߡ޿߅ߦ╬㑐ㅪᯏ㑐߿࿑ᦠ㙚ߩ࿖ౝޔߕࠄߥߺߩ㙚⥄ޔߪߢ DC-NDL ↪೑ߩ

ߢ࡞࠺ࡕߥ⊛␆ၮߩ߼ߚࠆߔะ਄ࠍ੕ㆇ↪ᕈ⋦ߩ࠲࡯࠺࠲ࡔޔߢߎߘޕࠆ޿ߡߒផㅴࠍ

ࠖ࠹ࡦࡑ࠮ቯ⟵㧔ߩᒵ⺆ޔࠇ౉ࠅขࠍᣇ߃⠨ߩ3࡞ࠗࠔࡈࡠࡊ࡮ࡦ࡚ࠪ࡯ࠤ࡝ࡊࠕࠆ޽

ࠢࠬ㧕ߣ⺆ᒵߩ⸥ㅀᣇᴺ࡮⸥ㅀᒻᑼ㧔ࠪࠬࠢ࠶࠲ࡦ㧕ࠍಽߡߌቯ⟵ࠤ࡝ࡊࠕޕࠆ޿ߡߒ

Dublin Coreޔߪ࡞ࠗࠔࡈࡠࡊ࡮ࡦ࡚ࠪ࡯ ࠲ࡦࠪߩᓟ⠪ޔࠅ޽ߢߺ⚵ᨒࠆ޿ߡߒឭ໒߇

ᒻᑼߥ߁ࠃߩߤޔߒ↪૶ࠍᒵ⺆ߥ߁ࠃߩߤߦ㓙ࠆߔㅀ⸤ࠍ࠲࡯࠺࠲ࡔޔߒ⹥ᒰߦࠬࠢ࠶

߽ߒߕᔅࠍᒵ⺆ࠆߔ↪૶ޔߪߢਛߩߎޕࠆ߃޿߽ߣㅀⷙೣ⸤ߚߒ⟵ቯࠍ߆ࠆߔㅀ⸤ߢ

Dublin Core ࡯ࠠࠬ࠲࡯࠺࠲ࡔߩઁߩߘޔߊߥߪᔅⷐࠆߔ㒢ቯߦߩ߽ࠆ޿ߡࠇߐ⟵ቯߢ

ߔ↪૶ࠍᒵ⺆ߚߒ⟵ቯߢ⥄⁛ߦߚᣂޔ߽ߣߎࠆߔ↪ᵹࠍᒵ⺆ߩᣢሽࠆ޿ߡࠇߐ⟵ቯߢࡑ

ߩᒵ⺆ߥ⊛࿖㓙ޔߢߣߎࠆߔ↪೑ౣࠍᒵ⺆ߥ⊛ᮡḰߩᣢሽߌߛࠆ߈ߢޕࠆ߈ߢ߽ߣߎࠆ

౒᦭ࠍଦㅴޔ߈ߢ߇ߣߎࠆߔ⋧੕ㆇ↪ᕈࠍ㜞ޕࠆ߈ߢ߇ߣߎࠆ߼ 
DC-NDL NDL Metadata Termsޔߪߢ  Applicationޔߒᒰ⋦ߦࠬࠢࠖ࠹ࡦࡑ࠮߇

Profile ߺߩߡ޿ߟߦ⚛ⷐ޿ߥ߈ߢ⴫⃻ߪߢᒵ⺆ߩᣢሽޕࠆߔᒰ⋦ߦࠬࠢ࠶࠲ࡦࠪ߇

NDL Metadata Terms ߡߒ᥉෸ߢ࿖ౝ߿㈩ᘦߩᕈ߳․ߩ⺆ᣣᧄޔࠅ߅ߡߒ⟵ቯߡߒߣ

ߩᓟ⠪ޕࠆ޿ߡߞⴕࠍኻᔕߩ߳♽ಽ㘃૕߿೙⺆ᒵ⛔ࠆ޿ Application Profile ߪ NDL
ߎޔ߇޿ߥߪߢߩ߽ߊߠၮߦታⵝߩࡓ࠹ࠬࠪߩቯ․ޔࠅ޽ߢㅀⷙೣ⸤ߥ⊛ᮡḰࠆߌ߅ߦ

ޔઁߢߣߎࠆߔ౏㐿ࠍࠇ ࠔࡈࡠࡊ࡮ࡦ࡚ࠪ࡯ࠤ࡝ࡊࠕߩᯏ㑐⥄߇╬㑐ㅪᯏ㑐߿࿑ᦠ㙚ߩ

 ޕࠆ޿ߡߒડ࿑߽ߣߎࠆߥߣෳ⠨ߩ㓙ࠆߔ⸛ᬌࠍ࡞ࠗ
 
2.4. Dublin Core  Ḱ᜚ߩ߳

� NDL ߚࠆߔଦㅴࠍ౒᦭࡮੤឵ߩ࠲࡯࠺࠲ࡔߩߣᯏ㑐ߩ࿖ᄖߕࠄ߹ߤߣߦ࿖ౝޔߪߢ

ࠆ޿ߡߒ᥉෸ߦ⊛࿖㓙ޔ߼ Dublin Core ოߩ⺆⸒ޔࠅࠃߦࠇߎޕࠆ޿ߡ߼ദߦḰ᜚ߩ߳

DC-NDLޕࠆࠇߐᦼᓙ߇ߣߎࠆࠇߐ↪ᵴ߇࠲࡯࠺ߊ᏷ᐢࠅࠃޔࠅ߇❭ߣ⇇਎ߡ߃⿥ࠍ

                                                  
3 DC-NDL Dublin Coreޔ߼ߚࠆߔ඙೎ߣ㨬╙ੑㇱ Application Profile㨭ߩ ࠆߌ߅ߦ Application 
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ޔࠪ߼ߚ߻฽ߕࠄ߆ߥዋࠍ⚛ⷐߚߒ᜛ᒛߦ⥄⁛ߪታ㓙ޔߪߡߒ㑐ߦ ޿㔍޿⸒ߪߣ࡞ࡊࡦ

Dublin Coreޔ߇ࠆ޽߽៰ᜰߩߣ ⠨ߥ⊛ၮᧄߩߘޔߒ↪೑ߢᒻߩ߹߹ߩߘߪᒵ⥄૕⺆ߩ

࡯࠺࠲ࡔࠕࠦࡦ࡝ࡉ࠳࿖┙࿖ળ࿑ᦠ㙚ޟޔ߼ߚࠆߔ␜᣿ࠍᆫ൓ߋ⛮ߌฃࠍߺ⚵ᨒ߿ᣇ߃

 ޕࠆ޿ߡߒ๭⒓ߣޠㅀ㧔DC-NDL㧕⸤࠲

 

3. ᱠߺ 
DC-NDL 2001ޔߪ␲ߩ ᐕ 3 ᦬ߦ╷ቯޟߚߒ࿖┙࿖ળ࿑ᦠ㙚࠲࡯࠺࠲ࡔ⸥ㅀⷐ⚛㧔NDL

ޔࠄ߇ߥߒㆡቱ෻ᤋࠍᴫ⁁ߊᏎࠅขࠍ࠲࡯࠺࠲ࡔߩ࿖ౝᄖޔએ㒠ޕࠆ㆚ߦޠ㧕࠲࡯࠺࠲ࡔ

3 ᐲߩᡷ⸓ߡ⚻ࠍ⃻࿷ߩ DC-NDL NDLޔߡ޿ߟߦᄌㆫߩߘޕࠆ⥋ߦ 㔚ሶ࿑ᦠࠆߌ߅ߦ

㙚ߩࠬࡆ࡯ࠨㅴዷߣ Dublin Core  ޕࠆߴㅀߡߞᴪߦേะߩ

 

3.1. ࿖┙࿖ળ࿑ᦠ㙚࠲࡯࠺࠲ࡔ⸥ㅀⷐ⚛㧔NDL 㧕㧔2001࠲࡯࠺࠲ࡔ ᐕ 3 ᦬㧕 
NDL ߩ੹ᓟޔߪ࠲࡯࠺࠲ࡔ NDL ࿖ޟߚ߼ߣ߹ࠍᣇࠅ޽ߩ▽㔚ሶ࿑ᦠ㙚᭴ࠆߌ߅ߦ

┙࿖ળ࿑ᦠ㙚㔚ሶ࿑ᦠ㙚᭴ᗐ4ޠ㧔1998 ᐕ 5 ᦬㧕ߦၮޔ߈ߠNDL 㔚߿࠻ࠗࠨࡉࠚ࠙߇

ሶ㔀⹹╬ࠢ࡯ࡢ࠻࠶ࡀߩ♽㔚ሶ಴ ‛ࠍ⚵❱ൻࠆߔ㓙࠲࡯࠺࠲ࡔࠆ޿↪ߦ㧔ᦠ⹹ᖱႎ㧕

 Dublin Core Metadata Elementࠄ߆↱ℂߩᰴޔߪߦ⚛ㅀⷐ⸤ޕߚࠇߐቯ╷ߡߒߣၮḰߩ

Set㧔DCMES㧕5ߣ๭߫ࠆࠇ Dublin Core ၮᧄߩ 15 ⷐ⚛ࠍណ↪ޕߚߒ 

¾ ࿖㓙⊛ߥᮡḰൻࠍផㅴޔࠅ߅ߡߒ᥉෸ࠆ޽ߢ࠲࡯࠺࠲ࡔࠆ޿ߡߒ 

ޔࠗࠅ޽߇⚛ㅀⷐ⸤ߩ߼ߚߩ೑㑐ଥᮭ߿ᖱႎࠢࡦ࡝ ¾ ߩᖱႎ⾗Ḯߩ਄࠻࠶ࡀ࡯࠲ࡦ

⸥ㅀߦ೑ὐࠆ޽߇ 

¾ ◲ଢޔࠅ޽ߢ૞ᚑ⠪߿಴ ⠪⥄り࠷ࡦ࠹ࡦࠦ߇㧔৻ᰴᖱႎ㧕࡯࠺࠲ࡔߦߩ߽ߩߘ

 ࠆ߈ߢઃਈࠍ࠲

ၮᧄ 15 ⷐ⚛ߦടޔ߃ฦⷐ⚛ߩᗧ๧ౝኈࠍ⵬ቢࠅࠃޔߒ⹦⚦ࠍ࠲࡯࠺࠲ࡔߦ⚵❱ൻߔ

Dublin Coreޔ߼ߚࠆ NDLޔߣㇱ৻ߩ㒢ቯሶߚࠇߐផᅑߢ ࠍ㒢ቯሶߚߒቯ⸳ߢ⥄⁛߇

૶↪ޕߚߒ 

࿖┙࿖ળ࿑ޟ࠻ࠢࠚࠫࡠࡊታ㛎ࠆߔ଻ሽ࡮෼㓸ࠍ㔚ሶ㔀⹹߿࠻ࠗࠨࡉࠚ࠙ߚᓧࠍ⻌⸵

ᦠ㙚ࠗ࠻࠶ࡀ࡯࠲ࡦ⾗Ḯㆬᛯ⊛⫾Ⓧታ㛎੐ᬺ㧔WARP㧕ޠ㧔2002 ᐕ㧕࠻࠶ࡀ࡯࠲ࡦࠗ߿

਄ࠍࠬ࡯ࡌ࠲࡯࠺ߩ⚵❱ൻࠢࡦ࡝ߚߒ㓸ޟ࿖┙࿖ળ࿑ᦠ㙚࡚ࠪ࡯ࠥࡆ࠽࡮ࠬ࡯ࡌ࠲࡯࠺

ߦਥޔ╬6㧔หᐕ㧕ޠ㧔Dnavi㧕ࠬࡆ࡯ࠨ࡮ࡦ NDL ↪ណߢࠬࡆ࡯ࠨ㔚ሶ࿑ᦠ㙚ߥߚᣂߩ

 ޕߚࠇߐ

 

3.2. ࿖┙࿖ળ࿑ᦠ㙚࠲࡯࠺࠲ࡔࠕࠦࡦ࡝ࡉ࠳⸥ㅀⷐ⚛㧔DC-NDL 2007 ᐕ 㧕 
NDL ߩ೨ㅀޔቯᓟ╷࠲࡯࠺࠲ࡔ WARP ᖱႎㆬᛯ࠻࠶ࡀ࡯࠲ࡦ࿖┙࿖ળ࿑ᦠ㙚ࠗޟ߇

⊛⫾Ⓧ੐ᬺߡߒߣޠ 2006 ᐕࠄ߆ᧄᩰ੐ᬺൻޔߚ߹ޕߚߒඳ‛㙚࡮⟤ⴚ㙚╬ߩᢥൻᯏ㑐

                                                  
4 http://www.ndl.go.jp/jp/aboutus/elib_plan.html㧔ෳᾖ 2013-01-11㧕 
5 http://dublincore.org/documents/dces/㧔ෳᾖ 2013-01-11㧕 
6 http://dnavi.da.ndl.go.jp/㧔ෳᾖ 2013-01-11㧕 
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࿖┙࿖ળ࿑ᦠޟࠆ߈ߢ⚝ᬌߦ⊛ర৻ࠍ࠷ࡦ࠹ࡦࠦ࡞࠲ࠫ࠺ࠆ޿ߡߒឭଏ߇╬ቇⴚᯏ㑐߿

㙚࡞࠲࡯ࡐࡉࠗࠞ࡯ࠕ࡞࠲ࠫ࠺㧔PORTA㧕߇ޠ 2007 ᐕߦ౏㐿ޔࠅࠃߦࠇߎޕߚࠇߐNDL

ߩᖱႎ⾗Ḯ߈ߴ߁ᛒߡߒߣ⽎ኻߩൻ❰⚵ޔߒㅴዷ߇▽᭴ߩࡉࠗࠞ࡯ࠕ࡞࠲ࠫ࠺ࠆߌ߅ߦ

⒳㘃߿․ᕈ߽ߦࠄߐᄙ᭽ൻޕߚߒ 

৻ᣇޔDublin Core 2003ޔߕ߹ޕߚࠇࠄ⷗߇߈േߥߚᣂ߽ߡ޿ߟߦ ᐕߦ DCMES ߇

࿖㓙ⷙᩰൻ㧔ISO 15836㧕ޔࠇߐฬታߦ߽ߣ࿖㓙⊛࠲࡯࠺࠲ࡔߥᮡḰޔߦࠄߐޕߚߞߥߣ

2005 ᐕߪߦ࿖ౝᮡḰ㧔JIS X 0836㧕߽ߡߒߣቯޕߚࠇࠄ߼ 

ޔߺㅴ߇ߺ⚵ขߩ߳ࡉࠚ࠙ࠢ࠶ࠖ࠹ࡦࡑ࠮ߦ․ޔߡߒߣኻᔕߩᛛⴚ߳ߥߚᣂޔߚ߹

Dublin Core ߚߒ␜ࠍ᭴ㅧߥ⊛᭎ᔨߩ DCMI Abstract Model㧔DCMI ᛽⽎࡞࠺ࡕ㧕7߇

ឭ␜ࠇߐ㧔2005 ᐕ㧕ߩߘޔᓟޔᡷ⸓߇࡞࠺ࡕߚߒ౏㐿ߚࠇߐ㧔2007 ᐕ㧕8ޕ 

NDLޔ߃߹〯ࠍࠄࠇߎ ޔࠇ౉ߦⷞ㊁ࠍታ〣ߩ૞ᚑ࠲࡯࠺࠲ࡔࠆߌ߅ߦ࿖ౝᯏ㑐ޔߪߢ

2006 ᐕᐲࠄ߆ NDL 2007ޔߒᚻ⌕ߦᡷ⸓૞ᬺߩ࠲࡯࠺࠲ࡔ ᐕ 5 ᦬ޟߦ࿖┙࿖ળ࿑ᦠ㙚

ㅀⷐ⚛㧔DC-NDL 2007⸤࠲࡯࠺࠲ࡔࠕࠦࡦ࡝ࡉ࠳ ᐕ 㧕ࠍޠ౏㐿ޕߚߒDublin Core

૞ᚑ⠪߿࡞࠻ࠗ࠲ޔ߼ߚࠆߔኻᔕߦᖱႎ⾗Ḯߩ⺆ᣣᧄޔߕࠄࠊᄌߪၮᧄᣇ㊎ࠆߔḰ᜚ߦ

ޕߚߒ᜛ᒛߦ⥄⁛ࠍᒵ⺆ࠆߔ㑐ߦ♽ᮡḰ૕ߩ╬೎ሶ⼂߿೙⺆ᒵ⛔ࠆߌ߅ߦ࿖ౝޔ߿ߺ⺒ߩ

NDLޔߡߒߘ ౝᄖࠍ࠲࡯࠺ߣࡓ࠹ࠬࠪߩㅪ៤ࠆߔ㓙ޔPORTA ታߡߒߣ࠲࡯࠺࠲ࡔߩ

㓙ߦ೑↪ޔߢߣߎࠆߔ࿖ౝߩ࿑ᦠ㙚߿㑐ㅪᯏ㑐ߩ߳ࡉࠗࠞ࡯ࠕ࡞࠲ࠫ࠺ߩᶐㅘࠍ࿑ޕߚߞ 

 

3.3. ࿖┙࿖ળ࿑ᦠ㙚࠲࡯࠺࠲ࡔࠕࠦࡦ࡝ࡉ࠳⸥ㅀ㧔DC-NDL 2010 ᐕ 6 ᦬ 㧕 
Dublin Core ၮᧄߡߒߣᒵ⺆ޔߒ⠨ᘦࠍ੕ㆇ↪ᕈ⋦ߪ 15 ⷐ⚛ࠍቯߩߘޔ߇ߚ߼⸥ㅀ

ᣇᴺߩߡ޿ߟߦ೙⚂ޔߕߌ⸳ߪ㕖Ᏹߟ߆࡞ࡊࡦࠪߦ⥄↱ᐲߩ㜞߇࠲࡯࠺࠲ࡔ޿⸥ㅀ߈ߢ

⥄ࠆࠃߦ࠲࡯ࡘࡇࡦࠦߩߢⅣႺࡉࠚ࠙ࠢ࠶ࠖ࠹ࡦࡑ࠮ޔߒ߆ߒޕߚߒ᥉෸ߊᐢࠄ߆ߣߎࠆ

േಣℂࠅࠃޔߪߦ෩ኒ߇࠲࡯࠺࠲ࡔߥ✺♖ߢᔅⷐߩ╬ࠆࠇߐߣℂ↱ޔࠄ߆Dublin Core ߦ

2008ޔࠇࠄ࿑߇ߒ⋤⷗ߦޘᓢߡ޿߅ ᐕ 1 ᦬ߦ DCMI Metadata Terms9߇౏⴫ޕߚࠇߐ

DCMI Metadata Terms RDFޔߪߢ ⸤ޔߌะߦታ⃻ߩࡉࠚ࠙ࠢ࠶ࠖ࠹ࡦࡑ࠮ߦෳ⠨ࠍ

ㅀⷐ⚛ߩ᜛ల߿ᗧ๧ቯ⟵ߩ⷗⋥ޔߒ૶↪▸࿐ߩ᣿⏕ൻ߿᭎ᔨ㑐ଥߩᢛℂ߇ⴕޕߚࠇࠊ 

� ৻ᣇޔNDL 2009ޕߚߒㅴዷߦࠄߐᴫ߽⁁ߊᏎࠅขࠍ࠲࡯࠺࠲ࡔࠆߌ߅ߦ ᐕ 7 ᦬ߦ࿖

┙࿖ળ࿑ᦠ㙚ᴺ߇ᡷᱜޔࠇߐᣣᧄ࿖ౝߩ౏⊛ᯏ㑐╬ߦ⥸৻߇౏㐿࠶ࡀ࡯࠲ࡦࠗࠆ޿ߡߒ

WARP10ޔߌฃࠍߣߎߚߞߥߦ߁ࠃࠆ߈ߢ߇଻ሽ࡮෼㓸ޔߦߕᓧࠍ⻌⸵ߪߡ޿ߟߦᖱႎ࠻

ᚑߩൻ੐ᬺ࡞࠲ࠫ࠺ᄢⷙᮨޔߚ߹ޕߚߒ᜛ల߇㗫ᐲ࡮෼㓸▸࿐ߩ࠻ࠗࠨࡉࠚ࠙ࠆߌ߅ߦ

ᨐ࡞࠲ࠫ࠺ࠆ޽ߢൻ↹௝࠲࡯࠺࠲ࡔߩ૞ᚑ࡮⚕ޔ߿㔚ሶᇦ૕ࠍ໧ߕࠊ৻᜝ߡߒᖱႎ⾗Ḯ

                                                  
7 http://dublincore.org/documents/abstract-model/㧔ෳᾖ 2013-01-11㧕 

8 ᡷ⸓᩺ߪ 2007 ᐕ 4 ᦬ߦឭ␜6ޔࠇߐ ᦬ߦ⏕ቯޕߚߒ৻ᣇޔDC-NDL2007 ᐕ ߪหᐕ 5 ᦬ߦ

౏㐿ޔ߼ߚߚߒᦨ⚳⊛ߩ࡞࠺ࡕߥ෻ᤋߪᰴ࿁ᡷ⸓߳ߩ⺖㗴ޕߚߒߣ 

9 http://dublincore.org/documents/dcmi-terms/㧔ෳᾖ 2013-01-11㧕 

10 ᱜᑼฬ⒓࠻࠶ࡀ࡯࠲ࡦࠗޟߪ⾗ᢱ෼㓸଻ሽ੐ᬺ㧔࠙࠻ࠗࠨࡉࠚ೎㧕ߦޠᄌᦝޕ 
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෸߮ࠍ࠲࡯࠺࠲ࡔᬌ⚝ࠆ߈ߢᣂޟࠬࡆ࡯ࠨ࿖┙࿖ળ࿑ᦠ㙚ߩ11ޠ࠴࡯ࠨ㐿⊒ ߦኻᔕߔ

2009ޔ߼ߚࠆ ᐕ 9 ᦬ࠄ߆ᄢ᏷ߥᡷ⸓૞ᬺߦ⌕ᚻޕߚߒ 

DC-NDLޔ㓙ߩߎ ޕߚߒᒝൻࠍኻᔕߩ߳ࡉࠚ࠙ࠢ࠶ࠖ࠹ࡦࡑ࠮ࠆ޽߽ߢߟ৻ߩᓽ․ߩ

DCMI Metadata Terms DC-NDLޔߖࠊ޽ࠍ⺞ᱠߣᔒะࡉࠚ࠙ࠢ࠶ࠖ࠹ࡦࡑ࠮ߩ ⁛ߢ

ߦ߁ࠃࠆ߈ߢ㉼⸂ߢ࠲࡯ࡘࡇࡦᒵ߽ࠦ⺆ߚߒ⟵ቯߦ⥄ NDL Metadata Terms ߩ RDF

2.3ޟޔߚ߹ޕߚߒᗧ↪ࠍࡑ࡯ࠠࠬ ⋧੕ㆇ↪ᕈߩะ਄ߢޠㅀߚߴㅢޔࠅ⺆ᒵߩᗧ๧ߩቯ⟵

㧔ࠬࠢࠖ࠹ࡦࡑ࠮㧕ߣ⺆ᒵߩ૶↪ᣇᴺ㧔ࠪࠬࠢ࠶࠲ࡦ㧕߇৻૕ߚ޿ߡߞߥߣᓥ᧪ߩ᭴ᚑ

NDLޔ߼ᡷࠍ ᒵ㓸⺆ߚߒ⟵ቯߦ⥄⁛ߢ NDL Metadata Terms Dublin Coreޔߣ ᮡߩ╬

Ḱ⊛ߥ⺆ᒵ෸߮ NDL Metadata Terms ෺ᣇߩ⸥ㅀᣇᴺࠍቯߚ߼ Application Profile

⺆ᣣᧄߩ᧪ᓥޔࠄ߆ߣߎ߻ㅀⷐ⚛એᄖ߽฽⸤ޔߒ෻ᤋࠍ᭴ᚑᄌᦝߚߒ߁ߎޕߚߒಽ㔌ߦ

ฬ⒓ޟ࿖┙࿖ળ࿑ᦠ㙚࠲࡯࠺࠲ࡔࠕࠦࡦ࡝ࡉ࠳⸥ㅀⷐ⚛ޟࠍޠ࿖┙࿖ળ࿑ᦠ㙚ࡦ࡝ࡉ࠳

 ޕߚߒߣޠㅀ⸤࠲࡯࠺࠲ࡔࠕࠦ

 

3.4. ࿖┙࿖ળ࿑ᦠ㙚࠲࡯࠺࠲ࡔࠕࠦࡦ࡝ࡉ࠳⸥ㅀ㧔DC-NDL 2011 ᐕ 12 ᦬ 㧕 
DC-NDL 2010 ᐕ 6 ᦬ ߩ౏㐿ᓟޔหᐕ 10 ᦬ߦ DCMI Metadata Terms ߥዊⷙᮨߩ

ᄌᦝ12߇ⴕޕߚࠇࠊዊⷙᮨߩ࡞࠻ࠗ࠲ޔ߃޿ߪߣ⴫⃻ᣇᴺߩᄌᦝ╬ዋߕࠄ߆ߥ DC-NDL

 ⊑㐿ޔ߽ߡ޿߅ߦޠ࠴࡯ࠨ࿖┙࿖ળ࿑ᦠ㙚ޟޔߚ߹ޕߚߞ޽ߢౝኈߔ߷෸ࠍᓇ㗀߽ߦ

ᯏ⢻᜛ߩ߼ߚߩలታൻࠬࡆ࡯ࠨࠆߥࠄߐࠆߔ㑐ߦ╬ឭଏߩ࠲࡯࠺࠲ࡔޔ߃߹〯ࠍᚑᨐߩ

ᒛ߳ߩኻᔕ߽ᔅⷐޔ߼ߚߩߘޕߚߞߥߣDublin Core ߪ᭴ᚑ߿ᣇ㊎ߥ⊛ၮᧄࠆߔḰ᜚ߦ

ᄌᦝޔߕߖᣂߥߚ⺆ᒵߩㅊട߿⸥ㅀᣇᴺୃߩᱜ╬ࠍߺߩታᣉޔߒDC-NDL 2011 ᐕ 12

᦬ ߡߒߣ౏㐿ޕߚߒ 

⴫ 1 Dublin Coreޔߪ േะ෸߮ߩ NDL ߚߺࠄ߆ㅴዷߩࠬࡆ࡯ࠨ㔚ሶ࿑ᦠ㙚ߩ

DC-NDL  ޕࠆ޽ߢߩ߽ߚ߼ߣ߹ࠍᄌㆫߩ

  

                                                  
11 http://iss.ndl.go.jp/㧔ෳᾖ 2013-01-11㧕 
12 http://dublincore.org/usage/decisions/2010/dcterms-changes/㧔ෳᾖ 2013-01-11㧕 
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⴫ 1� DC-NDL ᄌㆫ㧔2013ߩ ᐕ 1 ᦬⃻࿷㧕 
ᐕ� DCͲNDLߣ NDLߩേะ� Dublin�Coreߩേะ�

1997� � ၮᧄ 15ⷐ⚛ߩၮᧄ⊛วᗧ�

1998� 㨬࿖┙࿖ળ࿑ᦠ㙚㔚ሶ࿑ᦠ㙚᭴ᗐ㨭╷ቯ� �

2000� 㨬㔚ሶ࿑ᦠ㙚ࠬࡆ࡯ࠨታᣉၮᧄ⸘↹㨭13㨬࡯ࡢ࠻࠶ࡀ

ࠢ♽㔚ሶ಴ ‛ߦ㑐ࠆߔᜰ㊎㨭14╷ቯ�

�

2001� NDL࠲࡯࠺࠲ࡔ౏㐿� �

2002� WARP࡮Dnavi╬ߩ㔚ሶ࿑ᦠ㙚ࠬࡆ࡯ࠨ౏㐿�

�ൻ㐿ᆎ❰⚵ߩࠬ࡯ࡌ࠲࡯࠺ޔ࠻ࠗࠨࡉࠚ࠙*

�

2003� � ࿖㓙ⷙᩰ� (ISO�15836)�

2004� 㨬࿖┙࿖ળ࿑ᦠ㙚㔚ሶ࿑ᦠ㙚ਛᦼ⸘↹ 2004㨭15╷ቯ� �

2005� � DCMI� ᛽⽎࡞࠺ࡕ㧔ផᅑ㧕౏㐿

2006� WARPᧄᩰ੐ᬺൻ� DCMES� � 1.1౏㐿�

2007� DCͲNDL2007ᐕ ౏㐿�

PORTA౏㐿�

*ᄙ᭽ߥᇦ૕࡮⒳㘃ߩᖱႎ⾗Ḯߦ㑐࠲࡯࠺࠲ࡔࠆߔᮡ

Ḱൻߩᔅⷐᕈ�

DCMI� ᛽⽎࡞࠺ࡕᡷ⸓�

ࠢ࡯ࡢࡓ࡯࡟ࡈ࡞࡯ࡐࠟࡦࠪ

ឭ␜�

2008� � DCMI�Metadata�Terms౏㐿�

ࠔࡈࡠࡊ࡮ࡦ࡚ࠪ࡯ࠤ࡝ࡊࠕޟ

ࡈ࡞࡯ࡐࠟࡦࠪߩ߼ߚߩ࡞ࠗ

�16౏㐿ޠࠢ࡯ࡢࡓ࡯࡟

2009� ⪺૞ᮭᴺᡷᱜ㧔2010ᐕ 1᦬ᣉⴕ㧕�

*ේ⾗ᢱ଻ሽ࡞࠲ࠫ࠺ߩ߼ߚߩൻ߇น⢻ߦ�

ᄢⷙᮨ࡞࠲ࠫ࠺ൻ੐ᬺߩታᣉ㧔2߆ᐕ㧕�

࿖┙࿖ળ࿑ᦠ㙚ᴺᡷᱜ㧔2010ᐕ 4᦬ᣉⴕ㧕�

*࿖ౝ౏⊛ᯏ㑐╬࡮࠻ࠗࠨࡉࠚ࠙ߩ㔚ሶ㔀⹹╬ࠍ⸵⻌

�ߦ଻ሽน⢻࡮෼㓸ߊߥ

ࠪ࡯ࠤ࡝ࡊࠕ࡮ࠕࠦࡦ࡝ࡉ࠳ޟ

ࠟߩ߼ߚߩ࡞ࠗࠔࡈࡠࡊ࡮ࡦ࡚

�17౏㐿ޠࡦࠗ࡜࠼ࠗ

2010� DCͲNDL2010ᐕ 6᦬ ౏㐿�

�᜛లޠᢱ෼㓸଻ሽ੐ᬺ⾗࠻࠶ࡀ࡯࠲ࡦࠗޟ

�౏㐿ޠ㧔㐿⊒ 㧕࠴࡯ࠨ࿖┙࿖ળ࿑ᦠ㙚ޟ

DCMI�Metadata� Termsዊⷙᮨᡷ

⸓�

2011� DCͲNDL2011ᐕ 12᦬ ౏㐿�

�18౏㐿ޠൻ⾗ᢱ࡞࠲ࠫ࠺࿖┙࿖ળ࿑ᦠ㙚ޟ

㗴⺖߇ᮡḰൻߩ࠲࡯࠺࠲ࡔߩ࠷ࡦ࠹ࡦൻࠦ࡞࠲ࠫ࠺*

�

2012� �ᱜᑼ౏㐿ޠ࠴࡯ࠨ࿖┙࿖ળ࿑ᦠ㙚ޟ

*APIࠆࠃߦ DCͲNDLᒻᑼ࠲࡯࠺࠲ࡔߩឭଏ㐿ᆎ�

�

                                                  
13 http://www.ndl.go.jp/jp/aboutus/elib_standardproject.html㧔ෳᾖ 2013-01-11㧕 
14 http://www.ndl.go.jp/jp/aboutus/elib_nw.html㧔ෳᾖ 2013-01-11㧕 
15 http://www.ndl.go.jp/jp/aboutus/elib_plan2004.html㧔ෳᾖ 2013-01-11㧕 
16 http://dublincore.org/documents/singapore-framework/㧔ෳᾖ 2013-01-11㧕 
17 http://dublincore.org/documents/profile-guidelines/㧔ෳᾖ 2013-01-11㧕 
18 http://dl.ndl.go.jp/㧔ෳᾖ 2013-01-11㧕 
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4. ઀⚵ߺ 
� ᧄ┨ޔߪߢDC-NDL  ޕࠆߔ᣿⺑ߡ޿ߟߦ᭴ㅧࡑ࡯ࠠࠬߩ
 
4.1. ᭎ᔨ࡞࠺ࡕ 

DC-NDL 3ޔߪᒵ⺆ߩ ᦠ⹹ᖱޟޠℂᖱႎ㧔dcndl:BibAdminResource㧕▤ޟࠬ࡜ࠢߩߟ

ႎ㧔dcndl:BibResource㧕ޠ෸߮ޟ୘૕ᖱႎ㧔dcndl:Item㧕ߦޠಽޟޕࠆࠇ߆▤ℂᖱႎߪޠ

ㅀኻ⸤ߪޠᦠ⹹ᖱႎޟޔᦝᣂᣣ╬㧕߿૞ᚑᣣߩ࠲࡯࠺࠲ࡔᖱႎ㧔ࠆߔ㑐ߦ૕⥄࠲࡯࠺࠲ࡔ

ࠆߔ⬿ᚲࠍ⽎ㅀኻ⸤ߪޠ୘૕ᖱႎޟޔ૞ᚑ⠪╬㧕߿࡞࠻ࠗ࠲ᖱႎ㧔ࠆߔ㑐ߦᖱႎ⾗Ḯߩ⽎

ฦᯏ㑐࡞ࠞ࡯ࡠߩᖱႎ㧔⺧᳞⸥ภ╬㧕ߦ⹥ᒰޕࠆߔฦࠢࠬ࡜㑆ߪ㑐ㅪᕈࠍ⴫ߔࠊ⺆ᒵ

㧔dcndl:record㧕ߢ㑐ㅪޕࠆ޿ߡࠇࠄߌߠ 
RDF ߩ⺆⊛⋠ㅀ⺆෸߮ޔ⺆ਥࠍ㑐ଥߩߣߏߩ߽ޔߪ 3 ㅀ⸤ߢ㧕࡞ࡊ࡝࠻ⷐ⚛㧔ߩߟ

࠲ࡦࠗޔߚ߹ޕࠆ߈ߢ⴫⃻߽࠲࡯࠺ߩ᭴ㅧߥⶄ㔀ޔߢߣߎࠆߖࠊวߺ⚵ࠍ࡞ࡊ࡝࠻ޔߒ

޽ߢ೎ሶ⼂ߩᗧ৻ߦߩ߽ࠆࠁࠄ޽╬⽎੐ޔ‛ੱޔ᭎ᔨޔߕࠄ㒢ߦࠬ࡯࠰࡝ߩ਄࠻࠶ࡀ࡯

ࠆ URI  ޕࠆ߈ߢ߇ߣߎߊ޿ߡߒㅀ⸤ߦ↱⥄ࠍ㑐ଥߩࠄࠇߎޔߢߣߎࠆߔઃਈࠍ
� ࿑ 1 ߪ RDF ߚߒ⴫⃻ߢ DC-NDL ࠆߍ❭ࠍ࡞ࡊ࡝࠻ߩᢙᄙޕࠆ޽ߢ଀࡞࠺ࡕ᭎ᔨߩ

 ޕࠆ޿ߡߞߥߣߺ⚵઀ࠆ߈ߢㅀ⸤߇㑐ଥᕈߩ㑆࠲࡯࠺ฦޔߢߣߎ

 
࿑ 1� DC-NDL ᭎ᔨ࡞࠺ࡕ㧔ࠗࠫ࡯ࡔ㧕 

 
4.2. ណ↪⺆ᒵ 
� 2.3ޟ ⋧੕ㆇ↪ᕈߩะ਄ߢޠㅀߚߴㅢޔࠅᣢሽߩ⺆ᒵࠆ߈ߢࠍ㒢ࠅ೑↪ࠤ࡝ࡊࠕࠆߔ

⴫ޔߓḰߦᣇ߃⠨ߩ࡞ࠗࠔࡈࡠࡊ࡮ࡦ࡚ࠪ࡯ 2  ޕࠆ޿ߡߒ↪ណࠍᒵ⺆ߩ
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⴫ 2� DC-NDL  ᒵ⺆ࠆߔ↪ណߢ

⺆ᒵ� ฬ೨ⓨ㑆� ធ㗡ㄉ�

Dublin�Core�Metadata�Element�Set,�

Version�1.1�
http://purl.org/dc/elements/1.1/� dc�

DCMI�Metadata�Terms� http://purl.org/dc/terms/� dcterms�

Dublin�Core�Type�Vocabulary� http://purl.org/dc/dcmitype/� dcmitype�

FOAF�Vocabulary� http://xmlns.com/foaf/0.1/� foaf�

RDF�Vocabulary� http://www.w3.org/1999/02/22ͲrdfͲsyntaxͲns#� rdf�

RDF�Schema�Vocabulary� http://www.w3.org/2000/01/rdfͲschema#� rdfs�

OWL�Web�Ontology�Language� http://www.w3.org/2002/07/owl#� owl�

NDL�Metadata�Terms� http://ndl.go.jp/dcndl/terms/� dcndl�

NDL�Type�Vocabulary� http://ndl.go.jp/ndltype/� ndltype�

 
 ࠻࠶ࡑ࡯ࠜࡈ࠲࡯࠺࠲ࡔ .4.3
߼ߚߩౝㇱಣℂ߇ㅜ↪ޔ߽ߡ޿ߡߞߥ⇣߇ᒻᑼ࠲࡯࠺ࠆߔ଻ᜬߢౝㇱߦߣߏࡓ࠹ࠬࠪ

ࠬࠪߩઁޔߒ߆ߒޕ޿ߥߪᡰ㓚߽ߡ޿ߡߒታⵝߢᒻᑼߚߒㆡߦࡓ࠹ࠬࠪߩߘޔ߫ࠇ޽ߢ

ߥߦᔅⷐ߇࡞࠺ࡕ࠲࡯࠺߿ᒵ⺆ߥᄌ឵น⢻ߦ੕⋦ޔ႐วࠆߔ౒᦭࡮੤឵ࠍ࠲࡯࠺ߣࡓ࠹

₸ലߣࡓ࠹ࠬࠪߩᄙᢙޔ߇ߛน⢻߽ߣߎࠆߔ࠭ࠗࡑ࠲ࠬࠞߦߣߏࡓ࠹ࠬࠪߩㅪ៤వޕࠆ

ߚߩߘޕ޿ߒ߹ᦸ߇ߣߎ߁ⴕࠍ౉಴ജߢᒻᑼ࠲࡯࠺ߥ⊛ᮡḰߪߦ߼ߚࠆߔࠅߣࠅ߿ߦ⊛

ߣ࠻࠶ࡑ࡯ࠜࡈߥ⊛ᮡḰߩ߼ߚࠆߔ౒᦭࡮੤឵ࠍ࠲࡯࠺࠲ࡔ߇╬㑐ㅪᯏ㑐߿࿑ᦠ㙚ޔ߼

DC-NDL(RDF)෸߮ޔߡߒ DC-NDL(Simple)ߩ 2 ⒳㘃ࠍቯ⟵ޕࠆ޿ߡߒ 
DC-NDL(RDF)ޔߪ᭴ㅧൻߚࠇߐ RDF/XML ᒻᑼߢ౉಴ജ࡯࠺࠲ࡔߥ࠴࠶࡝ޔ߈ߢ

ࠍߺߩ⚛ⷐ޿㜞ߩ೑↪㗫ᐲޔߪDC-NDL(Simple)ޔᣇ৻ޕࠆ߈ߢ↪೑࡮૞ᚑࠍ࠲ XML
ᒻᑼߢ౉಴ജޕࠆ޽ߢ࠻࠶ࡑ࡯ࠜࡈࠆ߈ߢ೨⠪ߣᲧセߡߒᖱႎ㊂ߪ㒢ޔ߇ࠆ޿ߡࠇࠄⶄ

㔀ߥ㓏ጀ᭴ㅧࠍᜬߕߚᢥሼㅢޔ߼ߚࠆ޽ߢ࠻࠶ࡑ࡯ࠜࡈߥ࡞ࡊࡦࠪࠅRDF ߈ߢኻᔕߦ

 ޕࠆ߈ߢ߇ߣߎࠆߔታⵝ߽ߢࡓ࠹ࠬࠪ޿ߥ
ࠍ࠲࡯࠺ߦ↱⥄߇೑↪⠪ޔߊߥߢߌߛ੤឵࠲࡯࠺ߩᯏ㑐㑆ޔߪ࠻࠶ࡑ࡯ࠜࡈߩࠄࠇߎ

 ޕࠆ߈ߢ߽ߣߎࠆߔ↪೑ᵴߡߒߣࠬࡆ࡯ࠨߥߚᣂޔߍ❭

 
5. ข⚵ߺ 
5.1. ⃻࿷ߩข⚵̆ߺNDL  ណ↪⁁ᴫ̆ߩߢ
࿖ౝߩ㑐ㅪᯏ㑐ߩᚲ᦭ࠆߔᄙ᭽ߥᖱႎ⾗Ḯࠍ⛔ว⊛ߦᬌ⚝ޟࠆ߈ߢ࿖┙࿖ળ࿑ᦠ㙚ࠨ

ߡߒߣ࠻࠶ࡑ࡯ࠜࡈ↪੤឵ߩ࠲࡯࠺࠲ࡔߩߣㅪ៤ᯏ㑐ޔߪߢޠ࠴࡯ DC-NDL(RDF)෸
߮ DC-NDL(Simple)ࠍታⵝޔࠅ߅ߡߒฦᒻᑼࠍ࠲࡯࠺࠲ࡔߩขᓧࠆ߈ߢ API
㧔Application Program Interface㧕߽ឭଏޕ19ࠆ޿ߡߒ 

                                                  
19 http://iss.ndl.go.jp/information/metadata/㧔ෳᾖ 2013-01-11㧕 
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࿑ 2 ߚߒ಴ജࠄ߆࠴࡯ࠨ࿖┙࿖ળ࿑ᦠ㙚ޔߪ DC-NDL(RDF)ᒻᑼ࠲࡯࠺࠲ࡔߩ଀ߢ

ߚߴㅀߢޠ࡞࠺ࡕ᭎ᔨ 4.1ޟޕࠆ޽ 3 ޿ߡࠇߐ⴫⃻ߢᒻߚࠇߐ᭴ㅧൻޔࠅᚑࠄ߆ࠬ࡜ࠢ

RDFޔߪDC-NDL(Simple)ޔᣇ৻ޕࠆ ߥ࠻࠶࡜ࡈ޿ߥ޿↪ࠍ XML ࠆ޿ߡࠇߐ⴫⃻ߢ

 ޕ20޿ߥ޿ߡࠇ߹฽ߪㅀ⸤ߩℂᖱႎ෸߮୘૕ᖱႎ▤ޔ߼ߚ

 

࿑ 2� DC-NDL(RDF)ᒻᑼ࠲࡯࠺࠲ࡔߩ଀ 

਄⸥એᄖߦ㨬࿖┙࿖ળ࿑ᦠ㙚࡞࠲ࠫ࠺ൻ⾗ᢱ㨭ߢឭଏࠆߔᚲ⬿⾗ᢱ࡞࠲ࠫ࠺ߩൻࠦࡦ

߿㖸Ḯ╬㧕ޔ㧔↹௝࠷ࡦ࠹ WARP ࠬ࠲࡯࠺࠲ࡔߩ࠻ࠗࠨࡉࠚ࠙ࠆ޿ߡߒ଻ሽ࡮෼㓸ߢ

ࡆ࡯ࠨឭଏ࡮⚝ᬌ࠲࡯࠺࿖┙࿖ળ࿑ᦠ㙚ౖ᜚ޟޔ߆߶ࠆ޿ߡߒ↪૶ߡߒߣࡑ࡯ࠠ 㧔ࠬWeb 

NDL Authorities㧕ౖߩ21ޠ᜚ࠍ࠲࡯࠺⸥ㅀ߽ߦ࠲࡯࠺࠲ࡔࠆߔ৻ㇱ NDL Metadata 

Terms ࠚࠫࡠࡊ▽᭴ࡉࠗࠞ࡯ࠕ㨬࿖┙࿖ળ࿑ᦠ㙚᧲ᣣᧄᄢ㔡ἴޔߚ߹ޕࠆ޿ߡߒ↪ណࠍ

                                                  
20 DC-NDL(Simple)ߩ଀ޔߪਅ⸥ෳᾖޕ 

http://iss.ndl.go.jp/api/oaipmh?verb=GetRecord&metadataPrefix=dcndl_simple&identifier=

oai:iss.ndl.go.jp:R100000002-I000011254088-00 
21 http://id.ndl.go.jp/auth/ndla㧔ෳᾖ 2013-01-11㧕 

▤ℂᖱႎ�

dcndl:BibAdminResource

୘૕ᖱႎԙ�

dcndl:Item�

୘૕ᖱႎԘ�

dcndl:Item�

ᦠ⹹ᖱႎ�

dcndl:BibResource�
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ߩ╬⸡ᢎ࡮㍳⸤ߩᣣᧄᄢ㔡ἴ᧲ࠆ޿ߡߒ଻ሽ࡮෼㓸߇╬ฦᯏ㑐ߩ࿖ౝᄖޔߪߢ㨭22࠻ࠢ

৻ర⊛ߥᬌ⚝ࠍน⢻ޔ߼ߚࠆߔߣᢥᦠޔ౮⌀ޔ㖸ჿ෸߮േ↹╬ߩᄙ᭽ߥ㔡ἴߦ㑐ࠆߔᖱ

ႎ⾗Ḯࠍࡑ࡯ࠠࠬ࠲࡯࠺࠲ࡔߩ߼ߚߩ╷ቯߦࠬ࡯ࡌߩߘޔࠅ߅ߡߒ DC-NDL ౉ࠅขࠍ

 ޕࠆ޿ߡࠇ

 
5.2. ੹ᓟߩข⚵ࡦࠗ࡜ࡦࠝ̆ (1) ߺ⾗ᢱ߳ߩኻᔕ̆ 
� 2012 ᐕ 6 ᦬ޔ࿖┙࿖ળ࿑ᦠ㙚ᴺߩ৻ㇱ߇ᡷᱜޔࠇߐ᳃㑆ߩ಴ ࡦࠗ࡜ࡦࠝࠆߔ⾗ᢱ

ࠍ NDL 㔚ࠆࠁࠊ޿ޔߪߣᢱ⾗ࡦࠗ࡜ࡦࠝޕ23ߚߞߥߣน⢻߇ߣߎࠆߔ଻ሽޔߒ෼㓸߇

ሶᦠ☋߿㔚ሶ㔀⹹ߦ⋧ᒰ2013ޔߒ ᐕ 7 ᦬ࠄ߆ήఘߟ߆ DRM㧔ᛛⴚ⊛೙㒢ᚻᲑ㧕ߥߩ

ޕౕࠆࠇߐ㐿ᆎ߇෼㓸ߩᢱ⾗ࡦࠗ࡜ࡦࠝ޿ ૕⊛࠻࠶ࡀ࡯࠲ࡦࠗ߇ੱ⑳ޔߪߦ਄ߢ౏㐿ߒ

ߩ߽ߚࠇߐઃਈ߇DOI㧕ޔISSNޔ㧔ISBN࠼࡯ࠦߩቯ․ޔߜ߁ߩ㔚ሶ㔀⹹࡮☋㔚ሶᦠߚ

෶ߪ․ቯ࠻࠶ࡑ࡯ࠜࡈߩ㧔PDFޔPDF/AޔEPUBޔDAISY㧕ߢ૞ᚑߕ޿ߩߩ߽ߚࠇߐ

ޔቇⴚ⺰ᢥޔ੐ᬺႎ๔ᦠޔᩏႎ๔ᦠ⺞ޔᯏ㑐⹹ޔⷐⷩޔᐕ㐓ޔࠅ޽ߢߩ߽ࠆߔ⹥ᒰߦ߆ࠇ

♿ⷐޔᛛႎޔ࡯࠲࡟ࠬ࡯ࡘ࠾ޔዊ⺑ޔታ↪ᦠޔఽ┬ᦠ╬߇᜼ޕࠆࠇࠄߍ 

ޔ㔚ሶᇦ૕ߣᇦ૕⚕ޔߦએ਄ߢ߹ࠇߎޔࠅࠃߦ㐿ᆎߩ೙ᐲ⊛෼㓸ߩᢱ⾗ࡦࠗ࡜ࡦࠝ

PDF ߣ EPUB ⷗ߣࠆߔჇട߇ᖱႎ⾗Ḯߩ࠻࠶ࡑ࡯ࠜࡈ࡮ᇦ૕ࠆߥ⇣ߢห৻⪺૞24ߩ╬

ㄟ߹ߩࠄࠇߎޕࠆࠇᖱႎ⾗Ḯࠍ৻ర⊛ߡ޿߅ߦ25ࠢ࡯ࡢࡓ࡯࡟ࡈߥ⴫⃻ߔߦ߁ࠃࠆ߈ߢ

NDLޕࠆߥߣ㊀ⷐ߇ߣߎࠆߔㅀ⸤ߡߒߣ࠲࡯࠺࠲ࡔࠍ㑐ㅪᕈߩᖱႎ⾗Ḯ㑆ޔߦ߽ߣߣࠆ

DC-NDLޔߪߢ ߦߣ߽ߩห৻⪺૞ࠍᖱႎ⾗Ḯߩ࠻࠶ࡑ࡯ࠜࡈ߿ᇦ૕ࠆߥ⇣ޔߡ޿↪ࠍ

㓸ߥ߁ࠃࠆ߼઀⚵ߛ߹ࠍߺታ⃻ޔ߼ߚߩߘޕ޿ߥ޿ߡ߈ߢ೑↪⠪ࠆ߼᳞߇ᖱႎ⾗Ḯࠍᄙ

᭽ߥᇦ૕ߩ࠻࠶ࡑ࡯ࠜࡈ࡮ਛࠄ߆ല₸⊛ߦ⼂೎࡮ㆬᛯߥ߁ࠃࠆ߈ߢห৻⪺૞ߩ㓸ਛᯏ⢻

 ޕࠆ޽߇ᔅⷐࠆ߃⠨ࠍኻᔕߩ੹ᓟࠄ߇ߥ⷗ࠍേะߥ⊛࿖㓙ࠆߔᓟㅀޔ╬ࠆߔ⸛ᬌࠍዉ౉ߩ

ߡߒઃਈࠍ࠲࡯࠺࠲ࡔߦᣢ߇౏㐿⠪⥄り࡮૞ᚑ⠪ߩᢱ⾗ޔߪߢᢱ⾗ࡦࠗ࡜ࡦࠝޔߚ߹

ᖱޔ߼ߚߩߘޕ޿႐ว߽ᄙߥน⢻߇⚝ᢥᬌోޔߜ߽ࠍᖱႎ࠻ࠬࠠ࠹ߩᧄᢥޔ߿႐วࠆ޿

ႎ⾗Ḯߩ⒳೎ࠍ໧ߦߕࠊ৻ర⊛ߦᬌ⚝࡮೑↪ࡦࠗ࡜ࡦࠝߟ߆ޔ߈ߢ⾗ᢱߩ․ᕈߦᔕߚߓ
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PageRank と学術論文の評価: ノーベル賞の窓を探そう 
 

 
藤田裕二（(株)ターンストーンリサーチ, 日本大学） 

yuji@turnstone.jp 
 

1. はじめに 
近年, 情報通信技術の発展に伴って, 利用可能なデータが急速に増大したことによ

り, データ処理の新たな手法が続々と考案されつつある. その多くは, 確率論を応用し
たものである. これらの手法は古典的な意味での「アルゴリズム」とは違って, 常に正
しい(あるいは望ましい)結果をもたらすことは必ずしも保証されていないが, 古典的な
アルゴリズムを用いると現実的なコストでは解決不可能な課題について, ほぼ望まし
い動作をする. 

そのようなアルゴリズムのなかに, 大手検索サービス Google search で利用され
てきた PageRank がある. PageRank はウェブサイトのコンテンツの重要度を, リン
ク関係に基づいて統計的に評価するアルゴリズムであり, その的確な動作と頑健性は
初期の Google 社の発展の有力な原動力となったと言われている. 

 
2. PageRank アルゴリズム紹介 

PageRank アルゴリズム自体の解説は馬場肇氏による下記のサイトが直観的かつ正
確である. 

http://homepage2.nifty.com/baba_hajime/wais/pagerank.html 
馬場氏によると PageRank は、 「多くの良質なページからリンクされているペー

ジは、やはり良質なページである」 という再帰的な関係をもとに、全てのページの重
要度を判定したものである。 

このアイデアをウェブサイトにせよ他のコンテンツにせよ, 実際に使おうとするな
らばいくつか問題がある. 

最初の問題は, ある文書から引用される別の文書が, 他の文書を引用し… という関
係が出発点の文書まで巡っている場合は, このループ内部のコンテンツをどうやって
評価すればいいのか? ということである. ある文書の重要度が変化すれば, その効果
が巡り巡って自分の重要度を変化させてしまい, それが再び伝播して… などとのんび
りやっていたのでは永遠に決着しない. 重要度の定義が再帰的な構成となっているの
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である. さらに言えば, ループ内部の文書のスコアが決まらないことには, これが引用
している他の文書のスコアも決まらない. 
じつはこの問題は物理学のなかで有限状態マルコフ過程の定常分布として既に解決

されており, 理論的な回答が存在する.  
引用関係にもとづいて, 文書 i から j に読者が移動する確率 p_ji を j 行 i 列に

収容した行列 M の最大固有値に対応する固有ベクトルが, 各文書に読者が滞在する
最終的な確率を与える. すなわちベクトルの値が各文書の重要さである. 
しかし, その回答をそのまま文書間引用ネットワークに適用するにはいくつか障害

があり, これをシンプルかつ実用的な手法で解決した事が, Page, Larry の, ネットワ
ーク科学の理論における主要な貢献の一つである. 

 

3. 学術論文評価への応用と画期的業績の特定 
PageRank の発想は, 他のテーマにも自然に応用できる. web contents におけるリ

ンク関係は, そもそもは学術論文における引用関係にその発想の源泉をだどることが
できるので, たとえば重要な学術論文のなかで引用された業績は重要である, として
このアルゴリズムを応用する事は自然である.  現状, 被引用数あるいはそれに基づく
インパクトファクタなどで研究業績を評価する事が主流であるが, web  検索の歴史を
学術論文の評価がなぞるとすれば, PageRank はより頑健で信頼できる評価であると
期待されるので, この発想に基づく先行研究が複数存在する. 
これらの研究によると, 被引用数に比較して高い PageRank をもつ業績は, 数多く

の重要な論文の生みの親という役割をもっていることを示す指標であり, 
そのいくつかは実際にノーベル賞の受賞などにつながり, 画期的なものとして評価

されている. 
 

4. 実装上の問題 
多数の node 間の遷移確率を保持する巨大な行列を, そのままメモリに格納するこ

とは不可能であり, 非効率的でもある. ただし行列の大部分の値は 0 であるから, その
ような疎行列を圧縮して処理するためのアルゴリズムが複数存在し, いくつかはライ
ブラリとして利用可能である.  
PageRank アルゴリズムはいくつかの変数をとって, その振る舞いを変化させるが, 

特にこれを学術論文の評価に用いる場合は, 遷移確率の減衰率に加えて発表年度の補
正として適用する陳腐化率とでもいうべきパラメタが新たに加わる. これら二つのパ
ラメタの最適値を求める作業は, PageRank 自体の計算のコストが小さくないだけに, 
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相当の労力が必要である. また, この陳腐化率はテーマや分野によって異なるので, 実
用上の見地から適切な値を算出する方法の考案が待たれるところである. 

 

5. スパム問題とアルゴリズムの限界 
PageRank アルゴリズムはかなり頑健であり, データの間に存在する意味内容から

生じる構造をたくみに捕捉することができることがこれまでの経験で知られているが, 
悪用しようとすれば弱点が無いわけではない. 中古車市場の研究にもあるように, 安
物を高く売りたいのは普遍的な欲求である. たとえば通信販売のサイトを持っていた
として, 手間暇をかけずに自分のサイトのスコアを向上させることができれば, 低い
コストで高い宣伝効果を得ることができる. そのために必要なのは, 他サイトからの
多数の(無意味な)リンクである. そのようなサイトは, 迷惑メール "スパム" の類似物
として "ウェブスパム" と呼ばれており, 大手検索サービスでは様々な対策を迫られて
いる. 同様の問題は学術誌においても存在し, 掲載に際して系列雑誌の, しかも必ずし
も本質的でない論文を引用することを求められる事例が知られている. これは 
PageRank アルゴリズムへの攻撃を意図したものではないが, やはり PageRank の集
計結果に悪影響を及ぼす. 
また, 文献 3 がその最後で指摘しているとおり, これらの指標は, 人気のあるもの

がさらに人気を集める, という側面がある事に常に注意を払って利用する必要がある. 
結局のところ, コンテンツの価値はそれが担う意味内容に存在し, たった一つの数値
が学術的内容の精査の完全な代替となることは, 到底ありえないからだ. 
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